
Pauline Letters

パウロについての歴史的主張をどう検
討するか
読者は証拠と再構成をどう見分けられますか。

優れた歴史的説明は、主張を特定し、関連資料を示し、そこから結論に至る筋道を明らか

にします。本文の証言、碑文、写本、地理、後代の伝承は、それぞれ異なる問いに答えま

す。一致は重要ですが、無関係な主張まで証明すると誇張してはいけません。

具体的な主張から始める

資料が示すのは人物、職位、場所、年代、行動、伝えられた信念のどれかを問いましょう。ガリオン碑文

は総督在任期の年代を定める助けとなり、使徒言行録はパウロがガリオンの前に出たと記します。碑文自

体はパウロに言及しませんが、両者のつながりは年代の再構成を支えます。現存する写本が示すのは本文

の証拠であって、語られた全事件の年代ではありません。正確さによって、証拠は印象的なだけでなく役

立つものになります。

聖書の参照箇所: 使徒言行録 18章12～17節

出典: acts, chronology

同じ証言を二重に数えず比較する

使徒言行録とパウロ書簡は互いを照らせますが、目的、順序、細部の違いを検討する必要があります。依

存関係の可能性があれば、二つの記述を自動的に独立した二証言とは数えられません。迫害者だった過去

と、復活したキリストを見たという証言は、手紙の重要な一人称の証拠です。使徒言行録のダマスコにつ

いての三つの記述は、一つの著作内の三つの提示であり、三つの独立した文書ではありません。

聖書の参照箇所: ガラテヤの信徒への手紙 1章13～24節 · コリントの信徒への手紙一 9章1節 · コリントの信徒への手紙一 15

章3～11節 · 使徒言行録 9章1～19節 · 使徒言行録 22章3～16節 · 使徒言行録 26章9～18節

出典: letters, acts



信仰の確信と論証の両方を示す

キリスト教信仰は、イエスが復活し、パウロがイエスに出会ったと告白します。歴史的議論は証言、その

背景、競合する説明を検討します。信仰上の立場を隠しても、論証の代わりに確信を置いてもいけませ

ん。確実な点、可能性の高い点、未解決の点を示しましょう。年代の不確かさや解釈上の対立を認めるこ

とで、中心的な証言を実際の証拠に基づいて考察できます。

聖書の参照箇所: コリントの信徒への手紙一 15章1～20節 · ガラテヤの信徒への手紙 1章11～17節

出典: letters

出典

[acts] Acts 7–28; passage references are supplied in each section. https://ebible.org/web/ACT.htm

[chronology] Pauline Letters chronology: Acts, the letters, dated external anchors, and explicitly qualified

reconstructions. https://paulineletters.com/explore/timeline

[letters] Romans through Philemon; passage references are supplied in each section. https://ebible.org/web/
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